
スピンと素粒子脈動仮説。 Terubumi Honjou 

A spin and elementary particle pulsation principle 
 

* The particle process is equal with a half-integer spin. 

The minus number particle process is equal with a half-integer spin. 

The wave process is equal with an integer spin. 

* An elementary particle pulsation hypothesis.  

Pulsatile particle trip and a half-integer spin 1/2 are equal to the fermion such as an electron, a 

proton, a neutron, a positron, the quark. 

The mass is m>0. 

* Wave trip and spin 2/2 are the same as BOSE particle. 

The mass is m=0. 

The speed is light C. 

* Difference in pulsatile trip is a difference of the spins (an integer and half-integer). 

Both are differences of the timings. 

The action is a large difference. 

 

 

 
 

 

 



 

 
 

 

 



    
 

 



 



 

 



 

脈動仮説がスピンの謎を解明する。 
素粒子脈動原理は、素粒子サイズの超ひも理論を提唱する。 

 

* 素粒子脈動原理の各行程とスピンとが対応し、粒子行程、負粒子行程は半整数スピン、波行程は整

数スピンに対応する。 

* 脈動の粒子行程、半整数スピン 1/2 は電子、陽子、中性子、陽電子、クオーク等のフェルミ粒子に対

応し、質量 m>0 を持つ。 

* 脈動の波行程、整数スピン 2/2 は光子、等のボーズ粒子に対応し、質量 m=0 にて光速で伝播する。 

* 脈動の行程の違いはスピンの整数、半整数に対応し、両者はタイミングの差でしかないが、その作用は

根源的な違いとなっている。 

* 現在の超ひも理論は、ひもがプランク・サイズと極微で、10 次元空間に存在し、観測不可能であるとし

ているが、大きさを持たない点ではないので素粒子の標準理論に適応せず場の量子論の方程式が使

えない。 余分な 6 次元のコンパクト化、実験による検証は不可能等と問題が山積し、混迷している。 

* 素粒子質量のm2とスピンとの相関を示したレッジェ軌跡グラフを原点として誕生した、元祖、ひも理論は、

質量ゼロのハドロン存在や 2 つのクオーク最接近時の説明等の問題に対応出来ず、それらが理論衰退

の原因となった。 

* 素粒子脈動原理はそれらの問題に対応し、素粒子サイズの超ひも理論を提唱する。 ハドロンは素粒

子脈動の波行程にて質量ゼロ(点)となり、4次元空間で脈動している。方程式の計算結果として現れる

質量ゼロのハドロンの存在は、理論の正当性を裏付ける重要な構成要素である。 

* さらに、素粒子脈動にて、弾性を備えた膜に囲まれたクオークとして構成したモデルでは、一つのクオー

クが脈動に対応して 2～3 種類のクオークに変身している。複数のクオークが同時に存在するものでは

ないので、2 つのクオークの接近は有り得ない。 

* 脈動原理が提唱する素粒子サイズの超ひも理論は、素粒子を点として扱う場の量子論(素粒子の標準

理論)に適応し、その方程式が使える。 我々が認識出来る底エネルギーレベルでの物理現象を自然

に説明し、謎とされている現在の物理現象への予言能力がある。  

* 脈動原理が提唱する素粒子サイズの超ひも理論は、重力と電磁気力の力の差、10-40 を図説して重力

と電磁気力を統一し、余剰次元は 4 次元空間のみとしてコンパクト化を説明し、4 次元空間にて脈動す

る暗黒エネルギーの波として物質波を示す。 

* 宇宙空間の 96%を占める暗黒エネルギー、暗黒物質の謎、解明への示唆を与え、二重スリット実験の

謎をいて量子力学の確率解釈に疑義を唱え、粒子と波の二重性への確率解釈の修正を迫る。 

* 重力と電磁気力の統一に必要なカルツァー・クラインの 4 次元空間を発見し、「神はサイコロを振らない」

としたアインシュタインが正しかったことを証明する。 

* 整数論の部門に投稿した、数学史上最大の難問、リーマン予想証明への脈動仮説は、物理学と数論

との密接な関係を示唆し、証明への可能性を秘めている。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 
 



 

 
 

 

 



 



 



 

 

 

 


